
令和８年産耕畜連携マッチング活動の進め方（イメージ） 【マッチング関係者限り】

① 都道府県を通じて畜産農家の需要見込情報（令和８年産）を収集
（報告締切：令和７年10月31日、報告様式：需要量調査の様式）

② 都道府県、県･地域農業再生協議会を通じて需要見込情報（令和８年産）を耕種農家に提供

令和７年９月～10月

③ 都道府県、県･地域農業再生協議会を通じて②を示しながら耕種農家の作付意向（令和８年産）、稲わら提供意向、
稲わら収集・販売組織の収集意向と供給意向を収集
（作付意向調査報告締切：令和８年１月（予定）、報告様式：作付意向調査の様式）

（稲わら提供意向、収集・販売組織の収集意向と供給意向調査報告締切：令和８年５～１０月（予定）、報告様式：供給者、収集者、提供者調査の様式）

④ 都道府県を通じて耕種農家の作付意向（令和８年産）稲わら提供意向、稲わら収集・販売組織の供給意向を畜産農家に提供

令和７年11月～令和８年２月

⑤ 都道府県、県･地域農業再生協議会を通じて令和８年産のマッチング状況を調査
（報告締切：令和８年２月、報告様式：需要量調査の様式）

令和８年２月以降

⑥ ⑤の調査の結果、さらにマッチングが必要なものにつき、都道府県、県･地域農業再生協議会に対し、さらなるマッチングを依頼
し、引き続き活動を推進

令和８年２月～６月末頃予定

農林水産省（本省・農政局等）
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【畜産農家の需要見込情報】
畜産農家の所在地、氏名、電話番号、情

報開示の有無、畜種、利用希望数量、希望
条件(受入形態、梱包状態、運搬方法、保管
場所等)、堆肥供給の可否

【耕種農家の作付意向】
地域農業再生協議会名、担当者名、電話

番号、情報提供の可否、作付意向（供給先が
確保されていない面積・数量）、
堆肥希望量(希望制)

資料１

※12月目途で別途依頼予定

※今回の依頼内容



１

３

▼９月～10月 畜産農家等の需要量調査

▼11月～２月 耕種農家の作付意向調査

▼１月～６月 マッチング

マッチングを希望する方は、以下にお問い合わせください。

２

資料２

農林水産省、都道府県
地域農業再生協議会
（都道府県、市町村、農協等）

耕種農家

飼料

堆肥

情報提供・マッチング推進

畜産農家



農林水産省、都道府県
地域農業再生協議会
（都道府県、市町村、農協等）

１

▼９月～10月 畜産農家等の需要量調査

▼11月～２月 耕種農家の作付意向調査

▼１月～６月 マッチング

マッチングを希望する方は、以下にお問い合わせください。

２

３

４

耕畜連携
のページ
QRコード

耕種農家

飼料

堆肥

情報提供・マッチング推進

畜産農家



飼料用稲わら
米を収穫した後の稲わらはどうしていますか？
畜産農家は飼料用稲わらを求めています！

稲作農家向け

◎ 畜産農家に提供するメリット
メリット②

副収入のチャンス！

稲わら収集・販売組織や畜産農家
との契約内容によっては、副収入が
得られるチャンスがあります。

※契約内容は品質や条件等で変
わってくるため、それぞれで内容は
異なります。

◎ 輸入稲わらの価格

通関価格（円/ｋｇ）

28.6令和元年度

48.1
令和６年度
(確報値)

資料：財務省「貿易統計」

◎ 飼料用稲わらの自給率

国産稲わら

（飼料用）
65.8万㌧（76％）

輸入（中国産）

稲わら
20.4万㌧（24％）

資料：飼料用国産稲わらは飼料課調べ、

輸入量は財務省「貿易統計」（10月～翌年９月までの合計）

メリット①
堆肥の供給を受けられる

稲わらを提供することにより、畜産
農家との関係が生まれ、堆肥の供
給を受けやすくなります。

堆肥を使用することでコスト削減
になります。

稲わらの収集者とのマッチングをお手伝いしますので
ぜひ情報をお寄せください！

国内で発生する
稲わらのうち

１割弱が飼料用

約1.7倍

飼料用稲わらのうち、約８割は国産、約２割を中国から輸入。
輸入稲わらの価格は高騰しており、国内で発生する稲わらの更なる活用が重要。



飼料用稲わらに関する情報はこちら
【農水省ウェブページ】
https://www.maff.go.jp/j/chikusan/sinko/lin/l_siryo/inawara.html

◎ 収集を依頼するにあたり注意すること

稲わら収集・販売組織とのマッチングをお手伝いします！
◎収集を依頼したい方へ

高刈りしよう

10㎝～30㎝
程度

根元の腐敗した稲わらの
混入防止や乾燥を促すため、
10㎝～30㎝の高刈りを！

収穫時に集草しやすいよ
う、稲わらの細断長を15㎝
～20㎝以上に！

裁断幅を長くしよう

ロール数
（個/10a）

稲わらの細断長

1～３8～10㎝

２～４20～30㎝

４～７
細断なし

（長ワラ）

稲わらを収集可能な方を農水省ウェブサイトに掲載しています
収集可能者紹介

ページは
こちら 収集可能者に直接

連絡をお願いします

稲わらの提供可能者をリストにまとめているため、以下にご連絡ください

こちらにお問い合わせください

全般問い合わせ先：農林水産省飼料課
メールアドレス:motomu_inawara@maff.go.jp 電話番号：03ｰ3502ｰ5993

●●県●●課
電話番号：●●ー●●●●ー●●●●

もっと知りたい⽅へ！

稲わらをカビさせないため、
収穫時の田面を乾かすの
がポイント！

ほ場を乾かそう

カビたエサは病気になっからあげられねんだなぁ
しっかり乾いた稲わらを頼むよ

※詳細は稲わら収集・販売組織や畜産農家とご相談ください。

ほ場は荒らさない！
コンバインの旋回はソフト
ターンで！

※お近くの収集可能者が掲載されていなくても●●県にて把握していることもあります。
上記の問い合わせ先の●●県にお問い合わせください。

※米に悪影響がないようお願いします。
※水分量が高い稲わらは保管時に
発熱し火事になる場合もあります。



飼料用稲わら
稲わら収集・販売者向け

①新たな販売先を探している方、
②稲わら収集の依頼を受けたい方 はお問い合わせください。

マッチングをお手伝いします！

お問い合わせ先

全般問い合わせ先：農林水産省飼料課
メールアドレス:motomu_inawara@maff.go.jp 電話番号：03ｰ3502ｰ5993

新たな販売先を探している方、稲わら収集の依頼を受けたい方
どちらに該当するのかお知らせください。

稲わらの収集拡大に必要な機械や簡易倉庫の設置等について支援します。
畜産農家等と５年以上の長期契約を結び、規模拡大することを支援します。

補助事業の紹介：飼料生産組織の規模拡大等支援

事業の詳細やお問い合わせ先は
こちらをご覧ください

●●都道府県●●課
電話番号：●●ー●●●●ー●●●●

飼料用稲わら収集・販売を拡大しませんか？

◎ 輸入稲わらの価格

通関価格（円/ｋｇ）

28.6令和元年度

48.1
令和６年度
(確報値)

資料：財務省「貿易統計」

◎ 飼料用稲わらの自給率

国産稲わら

（飼料用）
65.8万㌧（76％）

輸入（中国産）

稲わら
20.4万㌧（24％）

資料：飼料用国産稲わらは飼料課調べ、

輸入量は財務省「貿易統計」（10月～翌年９月までの合計）

国内で発生する
稲わらのうち

１割弱が飼料用

約1.7倍

飼料用稲わらのうち、約８割は国産、約２割を中国から輸入。
輸入稲わらの価格は高騰しており、国内で発生する稲わらの更なる活用が重要。
稲わらの活用に当たっては、収集者・販売者の皆様のご協力が必要です。



○飼肥料の高い海外依存からの脱却、農地の維持・農業従事者の確保等の課題に対応し、畜産物の持続的な生産を実現するため、
国産飼料の安定的な生産・供給体制の確立、粗放的管理が可能な飼料作物の導入を通じた農地の有効利用・改善等が必要

○このため、地域において、耕種農家の生産した国産飼料を畜産農家が利用し、家畜排せつ物に由来する堆肥を農地に還元する取組、
すなわち「耕畜連携」を推進して、持続的な国産飼料作物の生産・利用の拡大が不可欠

耕畜連携の推進による飼料の国産化

【R６年度補正】 国産飼料生産・利用拡大緊急対策
（飼料供給連携体制整備事業のうち連携型）

長期の利用供給契約を締結した上で、耕種農家が品質表示を行い、畜産農家が給与情
報等を提供する取組を支援（基準年からの拡大分数量払い）。

畜産農家：青刈りとうもろこし、ソルゴー、牧草：7,800円/t以内 子実用とうもろこし：12,000円/t以内
耕種農家：青刈りとうもろこし、ソルゴー、牧草：8,300円/t以内 子実用とうもろこし：12,200円/t以内

耕畜連携イメージ

耕種農家と畜産農家が連携して、省力的な国産飼料
の生産・利用を拡大するための仕組みづくりが必要。

 飼料作物生産のために必要な農地の確保 （輪作・裏作での飼料作物の導入、畑地化後の飼料作物の本作化、耕作放棄地の活用）

 効率的かつ安定的な飼料生産体制の構築・飼料作物の品質確保 （専用機械・人員の確保、技術の習得等）

 生産した飼料作物の持続的な取引先（耕種農家・畜産農家・飼料製造販売業者）の確保 （長期の利用・供給契約の確保、マッチングの推進）

 家畜排せつ物の適切な堆肥化 （堆肥の高品質化・ペレット化）

 堆肥の有効かつ適切な利用 （施肥技術の普及）

耕畜連携の推進において必要となる取組

耕種農家側

水田作物
飼料作物

（飼料用とうもろこし、牧草等）

畜産農家側

輸入飼料転換

堆肥の供給
国産飼料
の利用

脱却

飼料の供給

（主な事業）

参考資料


